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の研究者 と の交流 を深めつつ， 個 人的に は次の三つ
の課題 を 設定して， 研究 を 進め て い る 。
1 )  近代日本に おける 民衆の意識形成に お い て， そ
の宗教意識が果たし た 役割は大 き しυ こ と に， 幕
末か ら 近代に かけて登場して く る 民衆的 諸 宗 教
( 天理教， 金光教， 丸山教， 大本教な ど ) の成立
と展開過程は， このような民衆の宗教意識の基本
的 な動向 を さぐる 上 で， 豊富 な素材 を われわれに
提供し て い る 。 このよつな観点か ら ， これまで，
金光教 を 具体 的 な 研究対象にすえ， 数度に わ た る
調査 と 研究活動を 進 め て き た 。 具体 的 な 成 果 と し
て は， 教祖の思想形成に 関す る い く つかの試論 を
ま と め た 程度 に 止っ て い る が， 今後は教祖以後，
天皇制 国家のも と での教団の歩み に ついて も検討
を加え， 近代 に おける 金光教の果たし た 役割を そ
の全過程に お い て 明 ら か にす る と いう課題に 取組
んでゆ き た い
2) 1 )の課題 を 遂行す る前提的 な作業のーっ と して，
幕藩体制 下 に おける 民衆の宗教意識の形成過程 と
その特質 を 明 ら か にする 課題があ る 。 そのた め に
は， 幕府諸藩の宗教政策の基調を 明 ら か にする と
同時に， 村落共同体 に おける 民衆の宗教的 営為の
実態 を， それ と のか か わ りで明 ら か に しなければ、
な ら な い。 この目 的 に そって， これまで， 幕府の
政策基調を 典型的 に 推進し た水戸藩の場 合に 例 を
求め， 主 と して現勝田市域の農村の史料調査 を 行
なって き た 。 一応基本的 な 史料収拾のメ ド がつい
たので， 近 く ま と めの作業に 入る 予定であ る 。
3 ) 同じ く 1 )の研究 を わ き か ら 固 め てゆ く 作業のー
っ と して， かねてより宗教史の方法や理論に 関す
る 近代の， こ と に 昭和期の発刊に な る 基本的文献
の収拾 と ， その批判的 な 検討 を 進め て き た 。 その
過程で， 特に1930年代前半期のし、わゆる 反宗教運
動が， このような理論的水準の高揚に 大 き な役割
を 果たして い る 事実に ゆ き た あっ たので， 目 下，
この反宗教運動の歴史的意義 を 明 ら か にす る 作業
を も同時に行なってい る 。 こ れも独自の課題 と し
て引続 き 取組んでゆ き た い。
2. 刊行論文 ・ 著書等
1 ) 天皇の宗教的性格と民衆の宗教意識・歴史評
論 314号， 1976年 6 月 .
2 )  民衆宗教史研究の 課題一安丸良夫『日本の近
代化と民衆思想』を中心に一. 歴史学研究 434
号， 1976年 7 月 .
3 ) 幕藩制国家と宗教. 佐々木潤之介他編『日本
史を学ぶJ 3. j5:世編， 有斐閣選書， 1977年 7 月 .
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1 . 研究概要
実験室実験は現在実験室がない為， 中断して い る 。
これ迄の継続 と して現在行ってい る もの を 以 下簡単
に 列挙す る 。
1 )  K 式検査の出版準備 ( 共同研究 )
20年来使われて来 た data をもと に なされた 生 沢
の laten t an alysis ， 通過率等の結 果か ら ， K 式検
査 を 出版する 為の最終的 な 見な おし をしよう と す
る ものであ る 。
2 )  Myer Briggs Type Indicator 
日本で使用する 為の標準化 と 妥当性の検討 と と
もに， 心的諸機能 と の関連 を 調べ る こ と も併行し
て data 収集 を 続けて い る 。
3 )  重症児 ( 者 ) の発達測定
療育上重要な 発達指標を と らえ る た めの基礎研
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4)  障害幼児の group work 
幼児集 団の遊戯過程， 母親集団の相談過程の分
析研究。
法 品ムι千
助教 授 阿 原 稔
1 . 研究概要
1 ) 共同研究
付) I医療 保障」論
わ が国の現行医療制度 に は， 種々の問題 ( 例
えば， 各制度聞の給付内容・財政状態の格 差是
正， 包括的 な医療給付制度の創設， 医療給付方
式， 医療供給体 制の整備な ど ) が あ り， 抜本的
な改革 を 迫 られてい る 。 このた め， 各 国の医療
制度を検討 し， 社会保障( 法) の一 分野として，
医療保障は如何にあるべきかを考察するも の。
(ロ) I医事法 ( 制 )Jに ついて
医療に 関す る 多種 多様の個 別 諸法規 を 整理・
検討し， 独自の法領域 と しての「医事法( 制 ) J
の体 系化を志すもの。
尚， 何 )(司は医薬系大学の法学担当者数名の共同
研究であ る 。
付 「雇用 保障法」論
(ロ )と 同様， 雇用 関係立法の機能・性格の多様
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化を ふまえ， 新た な法領域「雇用 保障法」 を 確
立し， 事後的 な 失業保障 ではな く 積極 的 な 雇用
保障の実現 を 意図す る もの。
2 )  個 別研究
民事免責の法構造につい て
争 議行為の概念・ 団体 性及び団体 行動との異同
な ど， 最近の論争 を 検討し， 民事免責の法構造 を
考察す る もの。
2. 刊行論文 ・ 著書等
荒木誠之編 「双書・社会保障法」分担執筆 青
林書院新社， 東京， 1978年 1 月 .
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1. 研究概要
1 ) 須藤 : 現在の と こ ろ， 関 数の値の分布問題， 微
分方程式， 行列 式の固 有 値 な どの 数 値解析， 誤差
論 な どについて研究し て い る 。 遂次近似法の収束，
発散の過程 を 計算機 を 用 い て 調べ て いき た い と 思
って い る 。
2 )  白井 : 現 在の研 究テーマは有理 数 体 上の 巾零
class two exten s i onに於ける素因子 分解の法則 を
決定す る こ と であ る 。 こ れは円 分体 論に於ける素
因子 分解の 法則 を非アーベ ルな拡大に拡張しよ う
とする試みであり， かなりの困難が予想さ れる。
2. 学会発表
I 昭和52年度
1 ) 代数体 の Galois拡大 の central class f ield 
mod m について : 白井進，日本 数 学会春季総
合分科会， 52. 4， 京都.
2 )  The central class f ield tower mod m. :白
井進，日本 数 学会春季総合分科会， 52. 4， 京
都.
3. 刊行論文 ・ 著書等
Shirai ， S . :  Central class numbers in central 
class f ield towers ， Proc. Japan Acad. 5 1  (1975)， 
389- 393 
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1. 研究概要
1 ) 林 ・ 田 村 : メ スパウア効果による 金属微 粒子の
研究 : 粒径 が 100 Aの 桁あ る いはそれ以 下の微 粒
子 は， バルクの金属 と甚だ異った性質 を 示す。 目
下鉄微 粒子の格子 振動および磁性につい て， メ ス
パウア効果 を 用 い て研究 を 進め て い る 。 具体 的に
は， デパイ 温度の 粒径依存 を 求め る こ と と ， 電子
スピン の緩和現象を明らかにする ことを 目 的とす
る。
2 )  林 : ペロブスカ イト型複合酸化物の 相転移に 対
す る 応 力効果の研究 : ペ ロブ ス カイト型複合酸 化
物には BaTi03， PbT i03 ，PbZr03のように強誘電
性や反 強誘電性 を 示すものが 多 く ， また SrTi03
のように超伝導によって 注 目 き れて い る ものもあ
る 。 こ れらの 強 ( 反 強) 誘電的 あ る い は常誘電的
相転移の本質について は色々 な方面から 研究が進
められて い る が， 応 力効果は有力 な 手段のl つ で
あ る 。 我々 は， 10kbar 以上 100kbar までの領域の
静水圧効果 を 測定す る 一方， 1軸性および2 軸性
応力の発生装置 を 開発して測定 を 計画し て い る 。
後者の実験は 強誘電体のような 異方性物質に対し
て は特に有効な 方法であ る 。
3 )  豊富 n型 S i の hot el ectron 効果による 異方的
電気 伝導 n 型 S iに強電場 を加え る と 電気 伝導度
は異方性 を 示す。 こ れはS i の伝導帯 の 等エネルギ
一面 が k空間の く100>軸上に配置 さ れた 6 個の回
転楕円体 (val l ey ) から 成っ て い る こ とに原因して
い る 。 すな わち，電子の有効質量に異方性があり，
強電場のも と では， それぞれの val l ey の電子の
popu lat i on が変化 ( in terval l ey tran sfer ) す る た
めに， val l eyご とに電流の 寄与が異 な る から であ
る 。 こ の研 究にお いて は， く100>方 向に強電場
E<loo> を加えて く100>val l ey の電子の populat i on
を 他の valley よりも大きくした 状態 で， く010>方
向にも電場 E <010> を加え， この電場によって in­
terval l ey tran sfer の機構 を 通じ て， 各 val l ey
の popul at i on を 変化さ せ る 。 その結果， <100>お
よびく010>方 向の電気 伝導度 を E <010>によっ て 制
御 す る こ と がで き る こ と を 示す。 さらにこの特性
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